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社協ホームページは
こちらから

社会福祉協議会（社協＝しゃきょう）は、市民の参加と協力によって運営され、地域福祉の推進を図る民間の組織です。

“住民ひとりひとりの参加を基本に
　　　共に支えあう福祉のまちづくりを”

●この広報紙の財源には共同募金の一部をあてています。
●�ユニバーサルデザインの採用により、高齢者や障がいのある人、
みなさんにとって「見やすい」紙面づくりに取組んでいます。

3 月 14 日 ( 土 ) に開催する予定だった「地域福祉セミナーやまと 2020」は、新型コロナウィルス感
染拡大の影響から中止させていただきました。ご迷惑をおかけし、大変申し訳ございませんでした。今回
は、セミナーで報告いただく予定だった活動のご紹介と、基調講演いただく予定だった加藤彰彦先生から
のメッセージを掲載します。

や ま と

大和東高校で行われている
BORDER CAFE の取組み

深見にある大和東高校では毎週金曜日の
15:30 ～ 17:00 にカフェが開かれています。

カ フ ェ の 名 前 は「BORDER CAFE」。 そ こ
では、お菓子やジュースを囲み、ボードゲー
ムや映画鑑賞など生徒にとって自由な空間が
広がっています。その運営をしているのが、
NPO 法人パノラマです。

和田地区社協で行われている
「ミニミニサロンお楽しみ会」の取組み

和田地区社協では 5 つのミニサロンを行って
いますが、各会場の参加者から年に一度は全体
で集まれたら嬉しいという声をもとに「ミニミ
ニサロンお楽しみ会」が生まれました。お楽し
み会は渋谷中学校のランチルームで行われ、地
域の方や渋谷中学校の教員・生徒がボランティ
アとして盛り上げています。
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共に生きる地域づくりを次の世代につなぐために

私は老人クラブの月刊の会報に、地域の高齢者の「自分史」
を連載しているのですが、ほぼ全ての人が子ども時代の思い
出を懐かしそうに話されるのに驚きました。地域の方 と々一
緒に行ったお祭りや行事、手伝いなどの風景が今の自分を
支えていると言うのです。

考えてみれば、子どもは出会ったさまざまな人との関わり
の中で、その人に憧れたり、真似をしたり、失敗したりして
成長していくのです。

私は小学校教師や児童相談所のケースワーカーなどを経
験して、多くの子どもに出会ってきましたが、豊かな人や活
動と出会えば出会うほど、逞しく明るく成長していくと実感し
てきました。こうした出会いと経験を通して生きていく方向や
仕事を決めていくということも分かりました。かつては「子ど
も組」という集団があり、子どもたちだけで生きていく場も
ありました。ところが現在は、子ども集団は少なくなり、一
人で過ごす子どもが多くなり、成長する場も関係も少なくなっ
てきています。そのため、人との関わりが苦手になり、生き
る力も弱くなっているように思います。

こうした現状を変えていくためには、地域の中に、市民と
専門の方 （々民生委員、社協の方々、先生方、ボランティア
の方々）、行政が集まり、子どもの声を聴きながら「子どもの
居場所」づくりを始めたらどうかと思います。子どもが住んで
いる地域は、子どもたちの故郷になります。

例えば、地域の方 と々子どもたちが一緒になって「地域探
検隊」などというのも面白いと思います。そこで見つけた場
や小家や洞窟、珍しい店やさまざまな人との出会い。一緒に
作る「地域マップ」「地域の人物マップ」「お店めぐり」「秘密
な場発見」…。一緒に泊まり、合宿したり、散歩をしたりす
ることの中で、いろいろな人と出会い、体験ができ、高校生
や中学生も参加してくれると次の世代を担ってくれる世代とも
つながります。5 年、10 年と続けば、世代をつなぐ流れが
出てきます。そんな試みを「子どもと作る地域づくり」として
スタートさせてみませんか。子どもは地域をつなぐ大切な絆
です。

校内にカフェを作ってみた
～悩みを抱える若者への「予防型支援」の実践～

BORDER CAFE の目的
カフェを開く理由は、生徒同士の交流やくつろぎの場の

提供だけではなく、生徒の抱える悩みや課題の早期発見・
早期支援、孤立や格差につながる中退や進路未決定の予
防が含まれます。パノラマの代表を務める石井さんは「ひき
こもり」の支援活動を行っている中で、「ひきこもり」になる
前の専門職の関わり、「予防型支援」の大切さを感じ、今
の取組みが生まれました。
生徒との関わりの中で

子ども・若者の支援は「専門性＜関係性」。高い専門性よ
りも、まずは相談してくれる信頼関係を築くことが必要です。
信頼関係を築くため、ゆるやかな居場所作りを通して、生
徒にとっての「安心できる大人」として活動を続けています。

ONE　TEAM
～地域を一つにするための学校と地域の取組み～

参加者の声と継続する意義
参加している高齢者からは、「また来年も参加したい」

と生きるモチベーションになっていると和田地区社協の
遠藤会長は話します。目的である高齢者と教員・生徒、
地域住民の多世代交流が生まれることで、和田地区がよ
り住みやすい地域になると思います。
学校や生徒への影響

匿名の方から「買い物袋が重く困っていたところ、渋谷中学
校の生徒が荷物を持つのを手伝ってくれた」という連絡が入っ
たと渋谷中学校の神田校長先生から伺いました。顔とかおが
見える関係になったからこそ、日常の中での支え合いが自然と
生まれてきたのだと思います。和田地区にとって、まさしく地
域を ONE 　TEAM にするための取組みとなっています。

加藤　彰彦　氏(ノンフィクション作家　野本　三吉)
小学校教師や、児童相談所のケースワーカー等

を経て、横浜市立大学の教員となる。子どもソー
シャルワーク等の研究を行いつつ、神奈川県ボラ
ンティアセンター、不登校児童のサポート活動も
続ける。2002 年に沖縄大学の教員となり、沖縄
県の子ども問題の調査、研究に力を入れる。現在、
同大学名誉教授。

大和市イベント
キャラクター
「ヤマトン」

フェイスブック、
地道に更新中
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令和 2 年度・市社協の事業計画と予算のあらまし
令和２年度は、５ヵ年計画である「第６次大和市社

協地域福祉活動計画」の２年目であり、初年度の成果
と課題を踏まえながら事業を実施していくとともに、
引き続き計画の進捗状況の管理を行っていきます。

また、現状の事業の推進状況や職員体制等を踏まえ、
新たな事業推進並びに事務局職員の体制整備と強化に
向けた検討を行います。

人材の養成については、特に学校内で取組む福祉教
育事業に関する相談に対応するため、新たな福祉教育
プログラムの開発を行うとともに、専門職や当事者な
ど福祉教育に携わる人材の発掘・養成を行っていきま
す。

権利擁護事業に関しては、市民後見人養成講座修了
者のうち後見人候補者としてバンク登録をした方を対
象に、市民後見人受任前後の支援とフォローアップを

行うとともに、後見受任団体や専門職、相談機関等に
より市民後見人候補者が推薦される事案や選任形態
についての検討や、実際の受任案件についての検討を
行っていきます。

さらに、「自立相談窓口」を大和市役所第２分庁舎
に移転し、既存の事業と相談窓口を統合することによ
り、一体的に相談対応を行う総合相談機能の整備を図
ります。

まごころ地域福祉センターについては、平成 30 年
度からの指定管理期間の３年目であり、さらに積極的
に事業を展開していきます。特に子育て支援センター
事業については、母親だけではなく父親や祖父母を巻
き込んで子育てを行えるような新規講座を実施すると
ともに、子育て支援センターの相談機能をより周知す
ることにより、さらなる利用促進を図っていきます。

拠点区分別当初予算（支出） 新規・充実事業の概要

拠　点　区　分 予　算　額
法人運営事業 148,327
共同募金配分事業 10,599
企画広報啓発事業 23,421
ボランティア活動事業 8,788
地域援護事業 26,782
あんしんセンター事業 9,244
在宅援護委託事業 29,474
介護保険事業 10,239
指定管理事業 131,549
社会福祉事業区分合計 398,423
当期末支払資金残高 33,284

総　　合　　計 431,707

（単位：千円）

＊収益事業区分予算：6,646 千円
（主に飲料自販機の設置による手数料収入）

事　業　名 事業区分 概算費用
（単位：千円）新規 充実

法人運営事業 148,327
事業推進体制の整備・強化に向けた
検討 ○ 124,356

ボランティア活動事業 8,788
学校内福祉教育事業のプログラム開
発と人材養成事業 ○ ○

1,029若年性認知症本人・家族活動の支援
事業 ○

地域援護事業 26,782
生活支援事業及び権利擁護事業の窓
口一本化による総合相談体制の整備 ○ 21,554

あんしんセンター事業 9,244
市民後見人養成・活動支援事業及び
ネットワーク会議の開催 ○ ○ 3,180

指定管理事業 131,549
子育て支援センター事業 ○ ○ 18,658

※�「概算費用」は拠点区分またはサービス区分の予算額であり、新規・
充実事業はその一部を充てます。

広告掲載を希望
する個人・事業主
を募集中

大和市イベント
キャラクター
「ヤマトン」
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令和元年度赤い羽根共同募金実績報告
社会福祉法人　神奈川県共同募金会大和市支会 

● 令和元年台風災害義援金について ●

令和元年度も 10 月 1 日から 12 月 31 日までの 3 ヶ月間、赤い羽根共同募金運動を実施いたしました。
大和市支会では、自治会連絡協議会、民生委員児童委員協議会、企業等の法人や商店、福祉施設・団体、

学校、ボランティアグループ、そしてご寄附をいただきました大勢の皆様のご協力により、募金運動
を積極的に推進することができました。

区分

種別　

一般募金 年末たすけあい募金 総合計
件数 実績額（円） 件数 実績額（円） 総件数 実績総額（円）

戸別募金 136 9,065,185 115 6,762,320 251 15,827,505
街頭募金 62 849,650 34 535,973 96 1,385,623
法人募金 593 2,134,049 ー ー 593 2,134,049
学校募金 26 150,524 8 39,292 34 189,816
職域募金 119 552,409 56 191,434 175 743,843

イベント募金 10 201,660 1 3,016 11 204,676
そ の 他 49 522,936 21 322,830 70 845,766

合　　　計 995 13,476,413 235 7,854,865 1,230 21,331,278

（令和 2 年３月 25 日現在）

お預かりした寄附金は福祉施設や団体等の活動推進
のため、神奈川県共同募金会並びに大和市支会を通じ
て配分させていただきます。

なお、年末たすけあい募金については、市内の学校、
当事者団体、福祉団体及びボランティアグループ等、
81 団体に対して 6,899,000 円の配分が決定し、令和
2 年度の活動に役立てていただきます。

ホームページから配分先や募金の使いみちなど
を見ることが出来ます。

（共同募金『はねっと』ホームページアドレス）
https://hanett.akaihane.or.jp

令和元年は、台風の直撃が各地に甚大な被害をもたらしました。特に台風第 19 号については、神奈川県でも
19 市町村で災害救助法が適用される大きな被害を受けたため、県内被災者を支援するための義援金の募集も行わ
れました（令和 2 年 1 月 31 日募集終了）。令和元年度、（福）神奈川県共同募金会大和市支会で受付した災害義
援金につきましては、次のとおりです。

令和元年台風第15号千葉県災害義援金

１件　100,000円

※義援金募集一覧については、中央共同募金会及び神奈川県共同募金会のホームページでご確認いただけます。

【広域被災者支援】
３件255,554円

【神奈川県内被災者支援】
４件69,157円

令和元年台風第19号災害義援金

神奈川県共同募金会大和市支会（大和市社協・総務課）TEL：046-260-5633問合せ

広告掲載を希望
する個人・事業主
を募集中

大和市イベント
キャラクター
「ヤマトン」
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問合せ：やまとボランティアセンター　ＴＥＬ：046－ 260－ 5643

● 臨時職員（非常勤）募集●
大和市社協まごころデイサービスセンター

募 集 職 種	 ①看護職　※看護師または
募 集 要 件	 　准看護師
	 ②介護職　※介護福祉士または
	 　介護職員初任者研修修了者
勤 務 内 容	 通所介護等での看護／介護業務
勤 務 時 間 等	� 月曜日から土曜日の間の２～３日間
	 （8：30 ～ 18：00 までの8 時間以内）
勤 務 場 所	 大和市まごころ地域福祉センター
	 （柳橋2-11）
採 用 日	 随時採用。半年契約（更新の場合あり）
応 募 方 法	� 電話にて随時応募。応募時に面接日程を調整。
採 用 試 験	 書類選考及び面接。
そ の 他	� 詳細は本会ホームページをご覧く

ださい。
問 合 せ	 まごころセンター　	
	 TEL：046-267-9992

●嘱託職員（常勤・契約）募集●
地域包括支援センター

募 集 職 種	 ①社会福祉士　②保健師・看護師
	 ③主任ケアマネジャー
勤 務 内 容	� 地域包括支援センターにおける高齢者等に対

する相談業務
勤 務 時 間 等	 月曜日から土曜日の間の 5 日間
	 （8：30 ～ 17：15）
�採 用 人 数	 ①②③のいずれか 1 名、② 1 名／計 2 名
採 用 日	 応相談（雇用期間：採用日～ R3.3.31 ／
	 更新の場合あり）
給 与 等	� ①月額 177,000 円　②月額 236,900 円
	 ③月額 209,400 円／（R2.4.1 現在）
	 ※�通勤手当、時間外手当、賞与（6・12 月）、	

社保あり
採 用 試 験	 一次試験・書類選考／二次試験・面接
	 ※�まずは電話にて応募後、履歴書・職歴書・	

	資格証の写しを本人が持参
そ の 他	� 詳細は本会ホームページをご覧ください。
問 合 せ	 総務課　TEL：046-260-5633　	

） 勤務時間は
応相談可 ！
まずはお電
話ください ！

みんなにやさしいユニバーサルデ
ザインがふえると、みんなにとっ
てうれしいね。まわりのユニバー
サルデザインをさがしてみよう！

はっきりはなれていると、似
に

た文
も じ

字との
区別がしやすく！
以前の字体（新ゴシック体）だと ･･･

ユニバーサルデザインにすると ･･･

＊株式会社モリサワのホームページを参照



（6） 大切にします　あなたの善意
皆さまからの善意の寄附をお待ちしています。ご協力よろしくお願いします。

問合せ：総務課　TEL：046-260-5633　　

皆さまからの善意の寄附は、ボランティア活動や地区社協活動の推進、広報活動の充実等、市社協の事業を行う上で
の貴重な財源になります。
金額にかかわらず、年間を通して募集しておりますのでご協力をいただきますようお願いいたします。なお、寄託品
についてもご相談ください。
令和 2年 1月 1日から 2月 29 日までにお寄せいただいた寄附金は 27件1,574,720 円、寄託品は83件でした。

どうもありがとうございました。（敬称略・順不同）　　　　　

寄附金をお寄せいただいた皆さま

社会福祉のために　藤田 勉 2件 / 信法寺 /ベル・アコルデ /天野龍平 /イトーヨーカドー労働組合大和鶴間支部 /
大和市老人クラブ連合会 /㈲肉の太田屋 2件 /ＪＡさがみさわやか倶楽部大和地区 /石川ファミリーアンサンブル /
下鶴間郵便局＆絆小屋 /カフェスプンティーノ＆絆小屋 /大和市ダンススポーツアマチュア選手会 /
メガネのアキ＆絆小屋 /ハンドメイドマーケットmakanani ＆絆小屋 5件 /匿名 5件
障がい福祉のために　岡田 稔 2件

寄託品をお寄せいただいた皆さま

広瀬和雄…折りたたみベッド、折りたたみ自転車 /柏木義明…カレンダー /㈱日荷倉庫…充電器、ポロシャツ /
布
ぬのかわ

川裕
ひろし

…ベビーバス、エプロン等 /菅谷美恵…ミシン、アイロン等 /梶原美智子…補助輪付き自転車、ヘルメット /
㈱アペックス…トイレットペーパー400ロール /中村和枝…男性用下着、バスタオル、シーツ等 /
使用済み切手…勝俣文雄、冨士美会 /
未使用切手、ハガキ…中央2・3丁目居場所サロン、大和市ボランティア連絡協議会、カットスタジオみどり /
匿名 19件…�電子レンジ、シャワーチェア、ポット、チェスト、布、洗剤、折り紙、歩行器、毛布、雑誌の付録、介護食、

タオル、トイレットペーパー、ホットプレート、炊飯器、ひな飾り、杖、布団カバー、シャンプー、リンス、
ボディソープ、布団、冷蔵庫、洗濯機等

～もったいないからありがとうへ～に
ご協力いただいた皆さま　　　　　　　

　

	 		

㈱悠煇ドキわくランド大和駅前店 /ＴＭＰ㈱ /常泉寺 /
𠮷田岩男 /信法寺 /大和市仏教会 / 志賀ツヤ子 /
お楽しみサロン “しんみち”代表 稲田こと / 布川裕 /
ヴィザージュ大和災害対策 /
㈱セブンーイレブン・ジャパン/匿名 29 件
※大和市社会福祉協議会への寄附は、寄附金控除（所得控除か
　税額�控除を選択できます。）の対象になります。
詳しくは、総務課へご連絡いただくか、ホームページをご覧ください。

JAさがみ さわやか倶楽部より
寄附をいただきました！

　JAさがみ さわやか倶楽部大和地区（中村花子部長）の
皆さんが「やまと産業フェア」で行ったバザーの収益金
を寄附してくださいました。
　同倶楽部は、さがみ農業協同組合の女性会員で組織さ
れ、女性の地位向上や社会貢献の活動に取り組んでいま
すが、寄附もその一環で行っているものです。
　バザーに出した品物は、贈答品などを会員の皆さんが
持ち寄ったもので、必要な方に有効に使っていただき、
さらにその売上げで地域貢献ができれば、という思いで
はじめたそうです。
　いただいた浄財は、市
社協が行う地域福祉活動
のために大切に活用させ
ていただきます。

～もったいないからありがとうへ～
経済的に困り、緊急に食料を必要とする方が
いらっしゃいます。
賞味期限が1カ月以上ある食料品をご提供くだ
さい。
缶詰・米・アルファ米・レトルト食品・乾麺、
カップ麺、お菓子等
※�お預かりした食料品は自立相談窓口相談者、
こども部等への相談者、市内こども食堂へお渡しし、
大変喜ばれています。

使わな
い 入れ歯入れ歯

入れ歯寄附のお願いと実績報告

大和市社会福祉協議会では、不要入れ歯回収ボック
スを設置し、再利用可能な貴金属を精製することによ
り得られた収益金を、地域福祉活動の推進に役立てて
います。ご不要の入れ歯がありましたら、ぜひご協力
を、よろしくお願いします。

令和元年度に回収した入れ歯は 174 個、収益
金は 78,575 円でした。多くの皆さまのご協力、
誠にありがとうございました

回収ボックス設置場所　寄附方法

ありませんか

●大和市役所１階ロビー、
●�大和市保健福祉センター
　１階ロビー、３階カウンター
●まごころ地域福祉センター１階
●渋谷分室

①�入れ歯を熱湯で消毒
する

②新聞広告等で包む
③�備え付けのビニール

袋に入れ回収ボック
スへ投入
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集い  産後すぐのママのおしゃべりの場　ほや＊ほや
日　時：�①4月23日（木）②5月28日（木）13:30 ～ 15:00
内　容：��育児不安の軽減を目的とした情報交換と交流
	 親子のふれあい遊び
対　象：①令和2年1,2,3月生の母子、安定期に入った妊婦
	 ②令和2年2,3,4月生の母子、安定期に入った妊婦
	 各25組（先着順）
持ち物：バスタオル、授乳ケープ（必要な方）
	 ※講座への参加は対象児に限ります。
 申込み  ①3月16日（月）～　②4月15日（水）～	

集い  ママのための交流の場　ポニョ∞ポニョ
日　時：	5月7日（木） ①10:30 ～ 11:30②14:00 ～ 15:00
	 6月4日(木） ③10:30 ～ 11:30④14:00 ～ 15:00
内　容：育児不安の軽減を目的とした情報交換と交流
	  親子のふれあい遊び
対　象：	①②令和元年8,9,10月生の母子
	 ③④令和元年9,10,11月生の母子
	 各20組（先着順）
 申込み   ①②4月15日（水）～　③④5月15日（金）～

集い  ふたごちゃん・みつごちゃんのつどい　
　　　　　TWINKLE☆スター
日　時：	①4月21日（火）②5月19日（火）③6月16日（火）
	 10:30 ～ 11:30
内　容：�参加者同士の交流・情報交換　（講座終了後、

参加者同士でランチ交流あり。希望者は昼食
持参）

対　象：ふたご、みつごの親子（妊娠中も可）
各6組（先着順）

 申込み   随時（当日参加も可）

学び  幼児安全法短期講習会
日　時：6月19日（金）10:00 ～ 12:00
内　容：�いざという時に必要な乳幼児対象の心肺蘇生

法とAEDの使い方、応急手当など
講　師：赤十字幼児安全法　指導員　久保田　利二氏
持ち物：バンダナ（動きやすい服装でお越しください。）
対　象：�未就学児を持つ保護

者（乳幼児同室）、
	 保護者のみも可　
	 20組（先着順）
 申込み  5月25日（月）～

集い  ママとベビーの友達づくりの場　バブちゃんとあそぼ！
日　時：5月12日（火）①10:30 ～ 11:30②14:00 ～ 15:00
	  6月   9日（火）③10:30 ～ 11:30④14:00 ～ 15:00
内　容：育児不安の軽減を目的とした情報交換と交流
	 親子のふれあい遊び
対　象：①②令和元年11,12月・令和２年1月生の母子
	 ③④令和元年12月・令和２年1,2月生の母子	
	 各20組（先着順）
持ち物：バスタオル、授乳ケープ（必要な方）
 申込み  ①②4月15日（水）～　③④5月15日（金）～

集い  ママのためのおしゃべりの場　ちぇりー・かふぇ
日　時：	①5月8日（金）（個別）②6月12日（金）（グループ）
	 ①9:30～10:30,10:30～11:30
	 ②10:00～11:30（9:30受付）
内　容：母親がかかえる育児に対する不安やストレスを軽減
	 する場、母親同士の情報交換など
	 （グループトークの会と個別の会があります）
対　象：	未就学児を子育て中の母＊保育有り（定員各2 ～ 6名）
申込み  随時

相談  身体測定・育児相談
日　時：	①5月15日（金）9:30 ～ 10:30
	 ②6月   8日（月）9:30 ～ 10:30
内　容：�乳幼児の身体測定と育児相談（希望者のみ）
	 <相談担当>①保健師、栄養士、保育士
		  ②小児科医（エコチル育児相談）、保育士
 申込み  不要
＊�大和市は、エコチル調査（子どもの健康と環境に関する全国調

査）の対象地域です。小児科医によるエコチル育児相談は、市
内にお住いの未就学児であれば、どなたでもご参加頂けます。

子育て支援センターサロンは月～土（祝日を除く）9:00 ～ 16:30　未就学児が遊べる場所です

大和市子育て支援センター情報
※離乳食・授乳コーナー・ランチルームがあります。ぜひご利用ください。

＊�参加費はすべて無料です。
＊�場所の記載がない講座は、まごころ地域福祉センター２階で行います。申込み及び問合せは、下記までお願いします。
　大和市子育て支援センター　〒 242-0022 大和市柳橋 2-11　　TEL：046-267-9985

学び  お家の中の事故防止・体調変化時の対応
日　時：5月29日（金）10:00 ～ 11:30
内　容：�赤ちゃんの行動と家の

中の環境整備
	� 発熱・嘔吐・誤飲など

の対応
講　師：保健師 相田 夕佳 氏
対　象：令和元年9月～
	 令和２年3月生の親子	 25組（先着順）
 申込み   4月27日（月）～

●介護者教室●
なかなか聞きづらい排泄・トイレのことや、その介護・ケアについて
と　き：5 月 20 日（水）13：30 ～ 15：30
ところ：�大和市まごころ地域福祉センター　２階
	 （柳橋 2-11）※駐車場はございません
	 ※子育て支援センター入口からご入館ください
講　師：�スターク訪問看護ステーション大和　
	 鈴木 美代子　氏
対　象：�現在、ご家族の介護や身の回りの支援をしてい

る人。今回のテーマに関心のある人（定員 20 名）
問合せ：�福田北地域包括支援センター
	 （まごころセンター）　TEL:046-267-9992

●介護者茶話会●
と　き：	5月16日（土）、7月16日(木)、
	 9月16日（水）、11月16日（月）、
	 令和3年1月16日（土）、3 月16日（火）
	 13：30 ～ 15：00
ところ：�サンホーム鶴間（西鶴間8-1-2）
内　容：�介護者、介護経験者の交流・情報交換　
参加費：無料
申込み：鶴間地域包括支援センター TEL:046-271-2770
	 南林間地域包括支援センター TEL:046-271-5706

※�
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検索大和市社協

発行　社会福祉法人　大和市社会福祉協議会
編集　広報委員会
            大和市鶴間一丁目25番15号 大和市役所第 2 分庁舎内
　　  TEL:046-260-5633　FAX:046-263-2446
E-mail : vc@yamato-shakyo.or.jp
URL : http://www.yamato-shakyo.or.jp/

◎社協だよりへの広告掲載募集！
　お問い合わせは、やまとボランティアセンターへ
　（TEL : 046-260-5643　FAX : 050-3730-9430）
※次号の発行は6月15日です。
掲載したい情報は、4月24日（金）までにお寄せ下さい。
なお、紙面が埋まり次第、受付を締め切らせていただき
ます。ご意見・ご感想もお待ちしております。大和市社会福祉協議会

「自立相談窓口」移転のお知らせ
市社協では、平成 27 年度から大和市の受託事業と

して、生活困窮者自立支援法に基づく「自立相談窓口」
を大和市保健福祉センター 5 階に開設していました
が、令和 2 年 3 月 30 日（月）に大和市役所第 2 分
庁舎に移転しました。

※お問い合わせは、上記までお願いします。

移転先地図

新 住 所　	 大和市鶴間 1-25-15
	 大和市役所第 2 分庁舎内
電話番号　046-200-6177（変更なし・直通）

●手話入門講座●
と　き： 5月14日（木）～令和3年3月11 日（木）　
	 10：00 ～ 12：00※毎週木曜日・全40 回
	 ※ただし、7/23、8/13、12/31、2/11を除く
ところ：大和市保健福祉センター　4 階　講習室Ⅰ・Ⅱ
対　象：�市内在住・在勤の方で、手話講座を初めて受講し、

すべての日程に参加可能な方。
受講料：�無料（ただし、テキスト代￥3,300は実費負担）
定　員：30 名（定員を超えた場合は抽選）

●手話通訳者養成講座●
【ブラッシュアップコース】
と　き： 5 月25日（月）～ 令和3年1 月15 日（金）
	� 19：00 ～ 21：00　※原則毎週月曜日・全30 回
	� ※ただし、8/10、9/21、11/23、12/28、1/4、1/11

を除く
	 ※上記の他、1/8、1/15の各金曜日開催あり
ところ：大和市保健福祉センター　4 階　講習室Ⅰ・Ⅱ
対　象：①市内在住の方
	 ②聴覚がい者との手話による日常会話が可能な方
	 ③神奈川県養成講座通訳Ⅰ受験予定者、受講者
	 ④4/20（月）19：00からの説明会に参加できる方
	� ご不明な点はボランティアセンターまでお問い合

わせください。
受講料：�無料
定　員：20 名（定員を超えた場合は抽選）

【統一試験対策コース】
と　き： 5 月25日（月）～ 11 月30 日（月）
	 19：00 ～ 21：00　※原則毎週月曜日・全25 回
	 ※ただし、8/10、9/21、11/23を除く
ところ：大和市保健福祉センター　4 階　第2講座室　
対　象：�市内在住・全国統一試験合格後、大和市で手話通

訳活動を担える方
受講料：�無料
定　員：20 名（定員を超えた場合は抽選）

�講　師：大和市聴覚障害者協会会員、大和市手話通訳者の会
問合せ　4 月27日（月）までにやまとボランティアセンター	
申込み	 へ電話でお申し込みください。
	 TEL：046-260-5643

捨てないで！そのハガキ！捨てないで！そのハガキ！
書き損じや未使用のハガキなどをぜひご寄附ください
　平成28年 4月から募集を始めた書き損じハガキは令和 2 年
2 月末現在で 91,899 枚に達し、3,452,310 円を寄附金として
お預かりしました。ボランティア活動や地区社
協活動の支援、『社協だより』の発行等、市社
協が行う地域福祉活動に活用させていただきま
す。皆さまのご協力をお待ちしております。
★主な寄附BOX設置場所は
◆中央林間分室（東急スクエア 3階）	 ◆市役所 1Ｆロビー
◆市民交流拠点ポラリス	 ◆文化創造拠点シリウス６F
◆市内各コミュニティセンター（鶴間会館を除く）
◆保健福祉センター１Fロビー	 ◆市内学習センター　
◆まごころ地域福祉センター
詳しくはホームページをご覧ください。

※住所・氏名等は、あらかじめぬりつぶしてください。
問合せ：総務課　TEL：046-260-5633

未使用切手も大歓迎です!!

綿 100％の布をご寄附ください !!
手作りボランティア “ 絆小屋 ” では、昨
年から聖セシリア女子中学校・高等学校の
生徒の協力を得て、市内の保育園児に「手
作り巾着」をプレゼントする活動を続けています。
数年かけて、すべての保育園児へ届けられるよう計画
していますが、ご自宅に眠っている綿 100％の布がござ
いましたら、ぜひ寄附のご協力をお願いします。

問合せ：総務課　TEL:046-260-5633

※�
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